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ピJレベー ト (tHBP)であることを明らかにした。さらに代謝下流で働く tHBPヒドラターゼ・アルドラーゼは
本細蘭には少なくとも 3種存在し、そのうちの2種の酵素は、 PCMBより阻害機構、タンパクのペプチド
マップに差異の見られること、また分子追伝学的解析を行い塩某配タIJの解析から全アミノ駿配列を決定し
て、それら 2種の酵素が互いにアイソザイムであることを明らかにした。加えて、これらの結果から、
tHBPヒドラターゼーアルドラーゼは2種のグ‘ループに分類すべきであると提唱した。
上述の様に、本論文は土壊より分離した細菌ーのナフタレン環を基本骨格とする難分解性化合物の資化分
解経路について解明したもので、その成果は環境浄化技術の分野に新知見を提示するのみならず、生物分
子機能学、特に酵素化学の分野に著しく員献するものであり、博士(理学)の学位授ワに値するものと審
査した。
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